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玉川第一小学校・学校だより 令和６年２月７日 
  Ｎｏ，２５
  文責：校長双里

 
 

 　　　　　　　　～様々な経験を学びに変える教育～　　　　　　　　

＜☆ともだち大好き！☆学ぶの大好き！☆じぶん大好き！＞

 　
 
 
 
「立春」暦の上では、春を迎えましたが、まだまだ寒い日が続
いています。そんな中でも子どもたちは、元気いっぱいに学校

 生活を送っています。
　子どもたちは、今、なわとび記録会に向けて、体育の時間は
もちろん、朝の時間や昼休みなどを使って、様々な技に挑戦し
ています。「校長先生、二重跳びできるようになったので、見て
ください」とアピールしてくる姿を見ると、とても嬉しくなり

 ます。
　なわとびは、冬場の体力向上に適している運動の一つです。
コツコツと努力することがとても重要であると考えます。記録
会では、必須種目の学年×１分間の持久跳びと子どもたちがそ
れぞれ種目を選ぶ選択跳びがあります。自己新記録を目指して、
頑張ってほしいと思います。ご家庭でも話題にしていただけれ
ばと思います。                                               　　＜６年生　朝の縄跳び＞
 

 第３学期も様々な活動に取り組んでいます 

　第３学期に入っても、各学年とも様々な活動に取り組んでい
ます。１年生は、１月２５日（木）に「こども園クックの森」
の年長さんをお迎えし、玉一小の学校紹介を「一日体験入学」
で披露しました。２年生は、進級に向けて、「かけ算九九認定」
と「自分の名前を漢字で書こう」に取り組んでいます。３年生
は、１月２４日（水）に「介助犬出前講座」に参加しました。
介助犬の賢さに驚きました。４年生、５年生、６年生は、「ス
ケート教室」に取り組みました。初めてすべる子、何度か経験
している子などがいましたが、子どもは覚えるのが早いです。

 楽しい体験ができました。
　これからも、様々な経験を通して、豊かな学びにつなげてい

 きたいと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜１年生　一日体験入学＞
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     　　　＜３年生　介助犬出前講座＞                       ＜５年生　スケート教室＞


